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展望論文

老年的超越理論に関する一考察：実証的研究と批判の動向

A study of the theory of gerotranscendence: 
A review of empirical researches and criticisms

（大阪大学大学院人間科学研究科博士前期課程）中　川　　　威

Abstract:

This article reviewed empirical researches and criticisms about the theory of gerotranscendence. The 

first aim was to outline Tornstam’s theoretical researches and to review the other empirical researches 

in order to elaborate the theory of gerotranscendence. Secondly, this article aimed to organize the 

research issues by referring to criticisms toward the theory. In conclusion, the relationship between 

gerotranscendence and each trend of empirical researches was not fully explained in a theoretical way. 

For the future, following three issues were suggested to need examining. First, in order to illustrate 

relationships between gerotranscendence, biological and sociocultural factors, theoretical and empirical 

researches have to search and verify relevant factors, and should explain the relationships theoretically. 

Secondly, future research ought to study what kinds of theories each sign is based on, by focusing on 

the formation process of the theory. Finally, it is necessary to investigate how gerotranscendence fits in 

quality or quantity among cultures.

Key words: gerontology, gerotranscendence, theory of aging.

Ⅰ．背景及び目的
日本における平均寿命は伸長を続けている。2007年の平均寿命は男性 78.56歳、女性

85.52歳であるが、今後男女とも引き続き延びて、2055年には男性 83.67歳、女性 90.34歳と
なると見込まれている（内閣府，2007）。また、同年には総人口に占める後期高齢者の割合
は 26.2%に達し、4人に 1人が後期高齢者になると予測されている（ibid.）。一連の変化に伴
い、加齢に伴う認知・身体機能の低下が見られる高齢者の増加も予見されている。この現状
と予測を受けて、現在のサクセスフル・エイジングのモデルが問い直されつつある。
現在のサクセスフル・エイジングのモデルは認知・身体機能の維持、社会参加を中心的な
要因として展開されているが（Rowe & Kahn，1997）、近年注目を集め始めている老年的超
越 Gerotranscendence理論は必ずしも身体機能の維持、社会参加を重視しない。そのため、
老年的超越はもう一つのサクセスフル・エイジングとも考えられており、現在のサクセスフ
ル・エイジングを問い直す上で重要な示唆を与えることが期待されている（Flood，2002; 中嶌・
小田，2001）。しかし、老年的超越理論はいまだ発展途上であり、理論に対する評価は定まっ
ていない。それゆえ、老年的超越理論の精緻化に向けた実証的・理論的研究が現在求められ
ている。
本稿の目的は、老年的超越理論の精緻化に向けた展望を示すため、まず理論の提唱者であ
る Tornstamによる理論的研究について述べ、実証的研究の動向を概観することである。次
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に、老年的超越理論への批判を取り上げ、研究課題を整理することを目的とする。

Ⅱ．老年的超越に関する理論的研究
老年的超越は高齢期を説明する新たな理論として知られており（Schroots，1996）、その
理論的研究はスウェーデンの社会学者 Tornstamによる理論の提唱に端を発している（Torn-

stam，1989; 1992; 1994; 1996a）。そこでまず、老年的超越に関する理論的・実証的研究を進
める上で、理論の生成過程及び Tornstamの学問的背景に留意しておく必要があるだろう。

Tornstam（1989）は Cumming & Henry（1961）が提唱した離脱理論を再定式化し、精
神分析学や禅の知見を取り入れることで、老年的超越理論を生成した。つまり、老年的超越
は少なくとも 3つの異なる理論を基に構築されていると言える。また、各理論は社会学、心
理学、禅学という異なる背景を持つ研究者及び宗教者によって構築されてきた。なお、老年
的超越理論の生成過程については、中嶌他（2001）による展望論文が参考になる。
引き続き、老年的超越の概念定義について考察する必要がある。Tornstam（1989）の
概念定義は以下のようになされている。すなわち、「物質的で合理的な世界観から、宇宙的
で超越的な世界観への、メタ認識における移行」である。この移行に伴い、生活満足感が
高まると仮定されている。この概念定義が指している現象とは、高齢期になると壮年期に
おける世界観や暮らし方とは質的に異なる世界観や暮らし方に変化するというものである。
Tornstam（2005）によれば、人は幼児期には自己と他者などの概念の境界が曖昧とした超
越を示すが、加齢に伴い境界が形成される。しかし、高齢期には、それまでの人生における
経験が包含されながら、再び境界が曖昧になる超越への過程を示すと考えられている。
老年的超越の徴候について、Tornstam（1997a）は老年的超越が 3つの領域から構成され
ることを示し、各領域に含まれる徴候を以下のように記述した。

宇宙的領域 The Cosmic Dimension
・時間と子ども時代：時間の定義が変化し、子ども時代に戻る。過去と現在の境界の超越が
生じる。
・過去の世代とのつながり：過去の世代への親密感が増す。個人間のつながりから世代間の
つながりへの見方の変化を自覚する。
・生と死：死の恐怖が減少し、生と死に対する新たな認識が生じる。
・生命における神秘：生命における神秘的な領域を受け入れる。
・喜び：大きな出来事から些細な経験に喜びを感じる。小さな宇宙の中に大きな宇宙を経験
する喜びが現れる。

自己の領域 The Dimension of the Self
・自己との対面：自己の隠された側面－良い面も悪い面も－を発見する。
・自己中心性の減少：最終的には、世界の中心から自己を取り去ることができるようにな
る。
・身体の超越の発達：身体の世話は続けるが、身体にはとらわれなくなる。
・自己の超越：利己主義から利他主義へと移行する。
・自我の統合：人生のジグソーパズルの一片一片が全体を形作ることに気付く。
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社会的・個人的関係の領域 The Dimension of Social and Personal Relationships
・関係の意味と重要性の変化：表面的な関係に対して選択的になり、関心が減少する。ま
た、一人でいる時間の必要性が増す。
・役割：自己と定められた役割との違いを理解する。時には役割を放棄しようとする。
・解放された無垢：無垢が成熟を高める。必要ない社会的慣習を超越する新たな力である。
・現代的禁欲主義：財産の重さを理解しつつ、禁欲主義から自由になる。現代の定義での生
活必需品を十分に持ち、それ以上は持たない。
・日常の知恵：善悪の表面的に区別することに気が進まなくなり、判断や助言を控えること
を認識する。善悪二元論を超越し、幅広い考え方と寛容さが得られる。

老年的超越の発達に伴い、以上のような徴候が見られると仮定されている。理論上、老年
的超越は「自然な加齢」に伴って発達するとされており、すべての高齢者にこれらの徴候が
現れると仮定されている。しかし現実には、すべての高齢者が自動的に老年的超越に向かう
わけではないだろう。高齢者の中には、これらの徴候を全く示さない者もいると考えられる。
老年的超越に関する実態を明らかにするためには、実証的研究を進める必要がある。
そこで次節において、老年的超越に関する実証的研究の動向を概観する。

Ⅲ．老年的超越に関する実証的研究
老年的超越に関する実証的研究は多くはないが、老年的超越を高齢期におけるスピリチュ
アリティの発達理論と位置付ける一連の研究が確認されている（e.g., Ahmadi, 2000; Atch-

ley, 1999; 2006; Braam, Bramsen, van Tilburg, van der Ploeg & Deeg, 2006; Dalby, 2006）。
なお、Braam et al.（2006）は、老年的超越とスピリチュアリティとが関連する根拠として、
Tornstam（1994; 1997b）が開発した老年的超越尺度の下位因子である宇宙的超越に含まれ
る項目が、Piedmont（1999）のスピリチュアリティ尺度の項目と類似していることを指摘
している。しかし、Dalby（2006）が指摘するように、Tornstamは老年的超越とスピリチュ
アリティとの関連を理論的・実証的に説明してはいない。
また、老年的超越理論は活動理論と離脱理論との対立を止揚する試みとして生成されたが

（中嶌他，2001; Tornstam, 1989; 1992）、老年的超越を高齢期の社会活動を説明する理論と
して位置付ける研究は限られている（Adams, 2004; Shaw, Krause, Liang & Bennett, 2007; 

Tornstam, 1994）。むしろ、アメリカの心理学者 Carstensenが提唱する社会情緒的選択 So-

cioemotional Selectivity理論が高齢期の社会活動を説明する理論として同様に取り上げられ
ている（Adams, 2004; Shaw et al., 2007）。さらに、Tornstam（1994）によれば、老年的超
越が発達すると社会活動は減少するという仮説に反し、社会活動は増加するという結果が示
された。この結果によって、老年的超越は離脱とは異なる概念であるという仮説が支持され
ている（ibid.）。しかし、老年的超越が社会活動を増加させる個人内の過程については理論
的に説明されていない。
次に、老年的超越はエリクソンの発達段階理論における第 9段階であるとする仮説が提
起されたが（Erikson & Erikson, 1997）、この仮説に関する実証的研究もまだ限られている
（Brown & Lowis, 2003; 星野，2006; Nilsson, Sarvimäki & Ekman, 2001）。また、Torns-

tam（1994）は、老年的超越とエリクソンの発達段階理論における統合とが異なる概念であ
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ることを理論的に説明しているに過ぎず、第 8段階の統合から第 9段階の老年的超越への発
達過程について明確には説明していない。
上述のように、老年的超越理論は高齢期におけるスピリチュアリティ、社会活動、心理社
会的発達を説明する理論として取り上げられているが、各研究の動向においても実証的研究
は限られていると言える。また、各研究の動向における老年的超越の位置付けに関して、十
分に理論的に説明されているとは言えない。
なお、Tornstamも老年的超越に関する実証的研究を進めてきた。まず、老年的超越を測
定する尺度を開発し、老年的超越の関連要因を明らかにしてきた（Tornstam, 1994; 1997b）。
さらに、老年的超越の発達過程を解明するため、老年的超越の発達が「自然な加齢」だけで
なく、死別や離別、疾患罹患といった人生の危機 Life Crisisによっても促進されることを実
証的に示してきた（Tornstam, 1997c; 2003）。
しかし、個人内における老年的超越の発達過程は十分に説明されていない。Tornstam

（1999）は回想の機能によって老年的超越の発達過程を説明しようと試みた。この中で、回
想は次の 2種類の機能を持つことが仮定されている。すなわち、アイデンティティの統合を
促進する機能とアイデンティティの再構築を促進する機能である。結論として、個人内にお
ける老年的超越の発達過程において、回想のこれら 2種類の機能が絡まり合って作用するこ
とが指摘されるに留まっている（ibid.）。
最後に、Torntamの共同研究者らを中心とする研究の動向が確認されている。Ahmadi-

Lewin（2001）は老年的超越の文化を超えた普遍性を検討しているが、今後の課題として方
法論を挙げている。この研究は老年的超越に関して国際比較を行った数少ない研究であるが、
質的研究によって生成された一連の仮説は、今後量的研究によって検証されなければならな
いだろう。
また、老年的超越理論を基にケアのガイドラインを作成する応用研究が行われてきた

（Tornstam, 1996b; Tornstam & Tornqvist, 2000; Wadensten, 2006; 2007a: 2007b; 2007c ; 

Wadensten & Carlsson, 2001; 2003）。しかし、このガイドラインに対する評価は十分には行
われていない。それゆえ、老年的超越に関する応用研究も今後取り組まれる必要があるだろ
う。
以上のように、本節では、老年的超越に関する実証的研究の動向を概観し、どの研究の動
向においても老年的超越との関連は理論的には十分に説明されていないことを指摘した。次
節では、老年的超越理論への批判を取り上げ、研究課題を整理する。

Ⅳ．老年的超越理論への批判
本節では、老年的超越理論への批判として、Hauge（1998）、Jönson & Magnusson（2001）、

Thorsen（1998）の 3つを取り上げる。これらの批判は、スウェーデン及びノルウェーでな
されてきた。また、看護学及び社会学から検討されている。しかし、他の文化圏からの批判や、
心理学及び禅学からの批判はほとんど見られず、本稿では取り上げなかった。なお、これら
の批判を受け、老年的超越理論は徐々に修正がなされている（Tornstam, 2005）。

１．Hauge（1998）による批判
まず、Hauge（1998）は看護学の立場から老年的超越理論への批判を行った。しかし、彼
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女自身が認めているように、看護学からの批判は必ずしも適切とは言えない。例えば、老年
的超越理論は臨床における問題の原因を直接的には説明しないため、この点への批判は不適
切である。
第一の批判として、老年的超越理論は、生涯に渡る超越を説明するのか、高齢期における
超越を説明するのか疑問が示されている。理論上、人は壮年期には物質的で合理的であるが、
高齢期には宇宙的で超越的に変化すると仮定されている。しかし、実証的研究からは壮年期
においても超越が見られることが示されている。この批判は、老年的超越の発達過程が不明
確であることと、壮年期における超越と高齢期における超越の質的な差異あるいは類似が不
明確であることに起因すると考えられる。
第二の批判として、老年的超越の発達過程は主に生物学的要因によるのか、主に文化・社
会的要因によるのかと述べられる。理論上、老年的超越は「自然な加齢」に伴って発達する
と仮定されている。一方で、文化・社会的要因によってその発達が促進されたり、阻害され
たりするとも考えられている。しかし、生物学的要因と文化・社会的要因とがどのように老
年的超越に関連するか、Torsntamは明確には説明していない。
最後の批判として、Tornstam自身のパラダイムと老年的超越理論に一貫性がないのでは

ないかと指摘されている。老年的超越理論は従来の老年学における実証主義を批判している
にも関わらず、Tornstam（1994; 1997b）は質問紙を用いた量的研究によって仮説の検証を
行ってきた。Tornstam（1992）は、新しいパラダイムの出発点として現象学や人類学といっ
た質的研究が有効かもしれないと述べており、矛盾が見られる。

２．Jönson & Magnusson（2001）による批判
次に、Jönson & Magnusson（2001）は社会学の立場から老年的超越理論への批判を行った。
彼らは、理論には 2つの問題があると指摘している。すなわち、本質主義と個人主義であり、
これら 2つの問題に関連する批判を行っている。
第一の批判として、老年的超越理論における仮説は反証可能性が低いと指摘されている。

「すべての高齢者は老年的超越に向かう」という仮説は、「すべての高齢者は老年的超越に向
かわない」というデータによって反証され得るが、この説明には障害仮説が用いられている。
障害仮説とは「老年的超越の徴候が見られないのは、文化・社会的要因が障害となっている
からである」というものである。この仮説に従えば、ある高齢者に老年的超越の徴候が見ら
れない場合、文化・社会的要因によって老年的超越の発達が阻害されているだけで、本来な
らその徴候が見られるはずだと説明されることになる。老年的超越の発達は生じていないと
は結論付けないのである。この意味で、反証可能性が低いと批判されている。また、こうし
た ad hoc仮説は随所に見られる。例えば、74歳から 100歳にかけて老年的超越が増加しな
いという結果が示されているが（Tornstam, 1994）、壮年期から老年的超越が発達するため
だと説明されている。
第二の批判として、Hauge（1998）と同様に、Tornstamが現象学を理論の出発点とすべ
きだと述べながら、実証主義的パラダイムに基づく量的研究を行ってきたことが挙げられて
いる。つまり、方法論とパラダイムの一貫性のなさが批判されているのである。
第三の批判として、Torsntamは禅の知見を理解してはいないと指摘されている。

Tornstam（1989）は、従来の老年学における否定的な高齢者像を、禅学における肯定的な
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高齢者像と対比させることで、新たなパラダイムの可能性を示した。しかし、Tornstamは
禅の知見に言及しているものの、ユング派精神分析学者 Frommが解釈した、鈴木大拙によ
る禅の知見を参照しているに過ぎないと批判されている。実際、理論の生成過程において禅
の知見に関する参考文献は挙げられていなかったが（ibid.）、後に Frommの著作が追加さ
れている（Tornstam, 2005）。
これらの批判の原因として、個人主義と本質主義が取り上げられている。まず、Torn-

stamは個人主義的見方を強調したために、老年的超越を促進する要因を個人内に求め、文化・
社会的要因は老年的超越の発達を阻害するものとみなしているのではないかと述べられてい
る。すなわち、個人主義が第一の批判の原因と考えられる。
さらに、Tornstamは本質主義的見方を強調したために、「西洋の人々」と「東洋の人々」
は異なる、壮年期と高齢期は異なる、という規範が生じているのではないかと述べられてい
る。すなわち、本質主義が加齢を画一化してとらえる規範を促し、第二及び第三の批判の原
因になっていると考えられる。すべての高齢者が老年的超越の徴候を示すと仮定されるなら
ば、量的研究を行うだろう。また、東洋における高齢者像が老年的超越の徴候を示している
とするならば、それ以外の多様な高齢者像を想定しないだろう。

３．Thorsen（1998）による批判
最後に、Thorsen（1998）もまた社会学の立場から老年的超越理論に対する批判を行った。
彼女は特に文化社会学の立場から論じており、Jönson & Magnusson（2001）と同様に、本
質主義を批判している。以下では、8つの批判を取り上げる。
第一の批判として、老年的超越理論は本質主義と社会構成主義という互いに矛盾する理論
に基づいている指摘されている。さらに、「自然な加齢」に伴う老年的超越の発達過程は、
生物学的要因だけでなく、「自然」の基準を構成する文化・社会的要因とも関連しているの
ではないかと述べられている。それぞれの要因は互いに矛盾する理論に基づくと考えられて
いるため、老年的超越理論においてそれらが統合されている論拠が明らかではないと批判さ
れているのである。
第二の批判として、老年的超越は形而上学的なメタ状態を意味するのか、それはいかなる
状態なのかと疑問が示されている。また、もしメタ状態が宇宙的領域の徴候を指しているな
ら、この領域に含まれる徴候は文化によって異なるだろうと指摘されている。例えば、神仏
や自然のような概念は文化によって多様だろう。
第三の批判として、高齢者は物質性から離脱するのか疑問視されている。高齢者は消費し
ないが、預金を持っている。したがって、壮年期における物質を消費する欲求が、高齢期に
おいて物質を所有する欲求に変化しているのではないかと批判されている。
第四の批判として、老年的超越は新たな合理性なのか、情動性なのか不明確であることが
挙げられている。例えば、老年的超越に向かうことで「失ったものが大切でなくなり、まだ持っ
ているものが大切になる」ならば、これは新たな合理性と言えるのではないだろうか。また、
老年的超越はフロー体験と類似しており、これは情動性との関連を示しているかもしれない。
いずれにせよ、老年的超越がどのように認知及び感情と関連しているかは明らかではない。
第五の批判として、老年的超越の発達が急な変化なのか、緩やかな変化なのか不明確であ
ると指摘されている。理論上、老年的超越は「自然な加齢」に伴う変化と仮定されている一方、
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死別や離別といった人生の危機によっても生じると仮定されている。これは、ただ発達過程
が異なることを意味するのだろうか。または、最後には互いに異なる状態に至ることを意味
するのだろうか。
第六の批判として、老年的超越における自己中心性の減少は、近代からポストモダンへの
移行に伴う自己の概念の社会的変容の結果なのではないかと述べられている。すなわち、自
己中心性の減少が、高齢期に特有の徴候ではなく、すべての世代に生じている徴候ではある
のではないかという批判である。
第七の批判として、老年的超越は身体あるいはジェンダーを無視しているのではないかと
疑問が示されている。身体の超越や宇宙的領域の徴候は身体を時間とは無関係な対象とみな
すため、加齢に対する歴史や文化による影響を無視することにつながると懸念されている。
最後の批判として、老年的超越は規範的であると述べられている。例えば、すべての高齢
者が老年的超越に向かうと仮定されるならば、活動的な高齢者は活動を控えるべきなのだろ
うか。加齢の過程は複数あり、老年的超越はその一つを説明するに過ぎないと批判されてい
る。
以上のように、本節では、老年的超越理論への 3つの批判を取り上げた。各批判の立場は
互いに異なり、批判の対象は理論の生成過程、パラダイム、仮説、方法論など、多岐に渡っ
ている。次節では、ある程度共通する批判から研究課題を整理し、今後の展望を述べる。

Ⅴ．老年的超越理論の課題と展望
本節では、各批判に答えるためではなく、ある程度共通する批判に答えるための研究課題
を整理する。
前節で共通して批判されているのは、老年的超越と生物学的要因及び文化・社会的要因と
の関連である。老年的超越は「自然な加齢」だけでなく人生の危機によっても発達すると仮
定されているが、いまだ十分には説明されていない。したがって、老年的超越に関する理論
的研究を進め、発達過程や阻害要因を整理するとともに、老年的超越の関連要因を探索・検
証し、各要因との関連を説明していくことが今後の研究課題の一つとして挙げられるだろう。
次に、老年的超越は少なくとも 3つの異なる理論から構築されていることはすでに述べた
が、理論によって生物学的要因とより関連しているか、文化・社会的要因とより関連してい
るかは異なると考えられる。例えば、離脱理論では、生物学的要因及び文化・社会的要因と
老いとの関連を仮定している。一方、精神分析学においては、文化・社会的要因よりも内的
な心理的要因と老いとの関連を仮定している。さらに、禅学では、因果関係そのものを否定
するパラダイムに移行する。ゆえに、どの理論に基づいた徴候であるかによって、関連要因
や影響の程度、メカニズムは異なると考えられる。したがって、老年的超越理論の生成過程
に着目し、老年的超越の徴候がどのような理論に基づくか検討することも今後の研究課題の
一つとして挙げられるだろう。
さらに、老年的超越理論におけるパラダイムと方法論との矛盾が批判されていた。この批
判は、老年的超越を文化を超えた普遍的な現象とみなすか、文化によって相対的に異なる現
象とみなすか、理論的立場の相違に起因していると考えられる。ただし、実証研究の動向で
取り上げた Ahmadi-Lewin（2001）が指摘しているように、老年的超越の解明には量的研究
と質的研究の両方が必要になると考えられる。老年的超越が文化によって質的あるいは量的
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にどのように異なるかはほとんど明らかではないためである（ibid.）。したがって、研究課
題によって方法論を選択していくことが、批判に対する反論を可能にするだろう。
最後に、これまでの議論をまとめ、今後の展望を述べる。
本稿の目的は、老年的超越理論の精緻化に向けた展望を示すため、まず理論の提唱者であ
る Tornstamによる理論的研究について述べ、実証的研究の動向を概観することであった。
次に、老年的超越理論への批判を取り上げ、研究課題を整理することを目的とした。実証的
研究の動向を概観したところ、老年的超越に関する実証的研究は散見されるが、どの研究の
動向においても老年的超越との関連は理論的に十分に説明されているとは言えないことが明
らかになった。また、老年的超越理論への批判から次のような 3つの研究課題を整理した。
まず、老年的超越と生物学的要因及び文化・社会的要因との関連が不明確であるため、老年
的超越の関連要因を実証的に探索・検証し、その関連を理論的に説明していくことが第一の
課題として挙げられる。次に、老年的超越理論は複数の理論から構築されており、各徴候が
どのような理論に基づくかによって関連要因や影響の程度、メカニズムは異なると考えられ
る。したがって、理論の生成過程に注目し、各徴候がどのような理論に基づくか理論的に検
討することが第二の課題として挙げられる。最後に、老年的超越は文化を超えて普遍的に見
られる現象と仮定されてはいるものの、文化・社会的要因によって老年的超越の発達が阻害
されるとも仮定されている。ゆえに、老年的超越が文化によって質的あるいは量的にどのよ
うに異なるか検討することが第三の課題として挙げられる。
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